
朝日大学病院を受診された患者さまへ

研究情報の公開について(オプトアウト)

通常、臨床研究を実施する際には、文書もしくは口頭で説明し同意をいただきます。臨床研究のう

ち、患者さまへの侵襲や介入もなく診療情報等の情報のみを用いるものは、国の定めにより、対象

となる患者さまのお一人ずつから直接同意を得る必要はなく、研究の目的や方法などの情報を公開

のうぇ、拒否の機会を保障しなければならないものとされておりますこのような手法を「オプト

アウト」といいます当院では、このオフトアウトを用いた研究を下記のとおり行います研究へ

の協力を希望されない場合は、下記に記載の担当者までお知らせください

研究課題名口腔がんの転移に関する臨床病理組織学的研究

当院の研究責任者
所属:頭頸部外科・耳鼻咽喉科職名:教授氏名:松塚 J.」ー,

フJく

(所属)

他の研究機関および
ありません

各施設の研究責任者

(

試料/情報の他の機関

への提供

本研究の目的

個人情報の取扱い

口腔がんのほとんどが病理学的に肩平上皮癌であり、早期でもりンハ節転移

しやすく術後後発頸部りンハ節転移をきたすことが予後不良因子といわれ

ています転移を予想する研究がこれまで行われてきておりますが、近年、

癌発育先進部において癌細胞が個々に遊離して発育する現象(T如or

budd血g(腫傷籏出))が注目されています。本研究は本院で診療が行われた

口腔がん患者さんの電子カルテ記録と病理標本からTBなどの臨床病理組織

学的に予後不良因子を後ろ向きに調査することが目的です

(
調査データ該当期間

研究の方法(使用する

資料等)

2016年4月より2021年3月まで

本院で診療が行われた口腔がん患者さんの電子カルテ記録と病理標本を研究の

対象といたします。臨床病理組織の観察はパンサイトケラチン染色(AEV3)や

ほかの病理染色結果を集計し腫傷の分化度や浸潤様式、核分裂像、深達度などと

臨床病理組織学的評価の比較を行います次にそれぞれの患者さんの電子カル

テデータから臨床経過のデータを抽出し、臨床病理組織学的評価と予後との関

係を調査します

ありません

診療データは匿名化し、匿名化したデータを切り雛した上で調査票に記入

し解析を行います登録時の個人情報は記入後観察期間終了後に匿名化し

たデータと切り離し、個人情報に関する紙データは調査票記入後、研究者



本研究の資金源(利益

相反)

の責任のもと、シュレッダー処理後に廃棄します。記入済み調査票は研究

期間中は本院の施錠された保管場所で第三者の責任により管理し、研究終

了後には一定期間保管の後シュレッダー処理し廃棄します
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